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Abstract: 
 Within the context of classroom skills in teacher-training, two of the most important skills are divided into 
those of instructional design and the expansion of classroom expertise, both of which are based on 
instructional design logic theory. The focus of this paper is to show the modified model of the ADDIE model, 
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(Mathematics) demonstration lessons that contribute to the expansion of classroom expertise. 
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要旨: 
筆者らは大学の教員養成課程において学生の授業力の形成と向上に資するために、模擬授業を効果的に実施する
方策について継続的に検討してきた。そこで授業力については授業をデザインする力と授業を展開する力に分けて、
インストラクショナルデザイン理論に準拠して検討した上で、これらの力を養成するための教材研究と模擬授業の
効果的な実施法を本学における授業実践例で具体的に示し、提案してきた。本論文では、教材研究と模擬授業の更
なる工夫・改善をした内容について、インストラクショナルデザイン理論のシステム的アプローチであるＡＤＤＩ
Ｅモデルを修正し、一連のサイクルモデルとして提案するとともに、教材研究の手法や学習指導案等の検討方法の
工夫・改善について考察した。 
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１ はじめに 
 
１.１ 研究の背景 
 
大学の教員養成課程において、社会から期待される
ものの１つに、授業力の形成および向上がある。筆者
らは、先に「教員養成課程における『授業力』の形成
と向上のための方策－効果的な『模擬授業』のあり方
の提案－」１）において、授業力を「授業をデザイン
する力」と「授業を展開する力」に分けて、インスト
ラクショナルデザイン理論２）に準拠して検討し、こ
れらの力を養成するために大学の講義・演習で扱う
「模擬授業」の効果的な実施法について提案した。次
に、「教員養成課程における『授業力』の形成と向上
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のための方策（２）－効果的な『数学科教材研究』の
あり方について－」３）においては、「授業をデザイ
ンする力」に大きく寄与する「教材研究」に焦点を当
てて、その効果的なあり方について本学における授業
実践を具体的に示し、考察した。その際に、インスト
ラクショナルデザイン理論のシステム的アプローチ
である「ＡＤＤＩＥモデル」４）に基づいて論を展開
した。 
筆者らは授業実践を継続し、さらなる効果的な「授
業力」の形成と向上を思案してきた結果、「ＡＤＤＩ
Ｅモデル」の修正が必要であるとの結論に至った。 
そこで本稿では、「ＡＤＤＩＥモデル」の修正モデ
ルを提案するとともに、拙論文「教員養成課程におけ
る『授業力』の形成と向上のための方策（２）－効果
的な『数学科教材研究』のあり方について－」におい
て今後の課題として示した諸課題について考察する。 
 
１.２ ＡＤＤＩＥモデルにつて 
インストラクショナルデザイン（ID；Instructional 
Design、以下 ID と略記）とは、研修の効果と効率と
魅力を高めるためのシステム的なアプローチに関す
る方法論である５）。ID プロセスは「ＡＤＤＩＥモデ
ル」（図１）すなわち①分析 Analysis、②設計 Design、
③開発 Development、④実施 Implement、⑤評価 E 
valuation を循環させ、改善していくという、システ
ム的なアプローチとして展開されている４）。つまり、
「ＡＤＤＩＥモデル」は、目標を達成するために、評
価フェーズで得られた知見を、図１の矢印で示すよう
に各フェーズにフィードバックすることによって、分
析、設計、開発、実施の各フェーズで「必要に応じて
改善」が実行されるようにプロセスを循環させるため
のモデルであり、本学の講義・演習である「数学科教
材研究１」・「同２」・「教育実習ゼミ」を効果的で
効率的なものに工夫・改善していくために有効である。 
 
１.３ ＡＤＤＩＥモデルと講義・演習との対応 
拙論文「教員養成課程における『授業力』の形成と
向上のための方策（２）－効果的な『数学科教材研究』
のあり方について－」では、各フェーズで行うべき事
柄を、本学での講義・演習である「数学科教材研究
１」・「同２」・「教育実習ゼミ」に即して以下のよ
うに述べてきた。 
  ①分析フェーズ（Analysis） 
分析フェーズで行うことは、教科書に記載された内
容や例題、問題などについて目標分析を行い、学習目
標（評価規準）を明確にすることである。また、学習
目標（評価規準）をどれだけ達成できたかを確認・評
価するための評価基準もあわせて設定する。 
 ②設計フェーズ（Design） 
設計フェーズでは、学習目標を達成するための教材
及び指導法の設計を行う。 
 ③開発フェーズ（Development） 
開発フェーズでは、実際に模擬授業を行うために必
要な学習指導案（略案を含む、以下単に学習指導案と
記載）や板書計画の作成を行う。また、必要に応じて
ワークシート、教具の作成を行う。 
 ④実施フェーズ（Implement） 
実施フェーズでは、開発フェーズで作成した学習指
導案や板書計画等を用いて模擬授業を行う。 
 ⑤評価フェーズ（Evaluation） 
評価フェーズでは、模擬授業が学習目標に到達可能
な構成になっているかどうかについて評価する。具体
的には、板書、発問・指示・説明、指導の流れ、生徒
役の学生との関わり方等について評価する。そして、
次回の模擬授業のための新たな「①分析フェーズ」か
ら「④実施フェーズ」までの各フェーズに、「評価フ
ェーズ」で得られた知見をフィードバックし、工夫・
改善を試みることになる。つまり、次回の教材研究や
学習指導案等の作成および模擬授業の工夫・改善に役
立てる。「ＡＤＤＩＥモデル」がサイクル図となって
いることの意義はここにあるといえる。 
 
１.４ 教材研究について 
『授業設計マニュアル Ver.2―教師
のためのインストラクショナルデザイ
ン』では、「教材研究」とは、授業づく
りにおいて、教科書や指導書、関連する
資料などを読み込んで教材に対する理
解を深めたり、視野を広げたり、教材の
価値判断などを行うこと６）と定義して
いる。つまり、「教材研究」とは、教科
書等の資料を読み込んで行う次の３つ
の作業のことである。 
 ・教材に対する理解を深める作業 
 ・教材に対する視野を広げる作業 
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 ・教材の価値判断を行う作業 
「数学科教材研究１」では、中学１年生が実際に授
業で使っている数学の教科書２冊を教科書として使
用している。東京書籍『新編 新しい数学１』（以後、
教科書アと記載）および教育出版『中学 数学１』（以
後、教科書イと記載）である。これらを使用して、学
生は大学での講義・演習の時間以外に、自宅等で自学
自習し、教材研究を行い、学習指導案や板書計画等を
作成する。なお、「数学科教材研究２」では上記中学
２年生用教科書、「教育実習ゼミ」では上記中学１～
３年生用と教育実習予定校の教科書を使用する。 
「数学科教材研究１」・「同２」・「教育実習ゼミ」
の各講義・演習で２種類の教科書を使用するのは、教
材に対する視野を広げたり、教材の価値判断を行った
りすることが容易になるからである。 
 教材研究は、ＡＤＤＩＥモデル（図１）の「①分析
フェーズ」と「②設計フェーズ」に該当する。「分析
フェーズ」では、目標分析を行い、模擬授業を行うた
めの学習目標を明確にする作業をする。これを目標の
設計という。そして、目標がどの程度達成できたかど
うかを評価するための評価基準を作成する。これを評
価の設計という。つまり、「分析フェーズ」では、授
業の到達すべき点（学習目標）を明確にするとともに、
そこに到達したかどうか、どの程度到達したかを評価
するための「物差し」を用意する。この「物差し」を
評価基準という。目標及び評価の設計ができたら、次
の「②設計フェーズ」に移る。このフェーズでは、教
材の設計及び指導法の設計を行う。ここまでが、教材
研究である。そして、このような教材研究の結果とし
て、次の「③開発フェーズ」において学習指導案や板
書計画、そして必要に応じてワークシートや教具とい
う成果物が作成される。 
 
２  目的 
 
インストラクショナルデザイン理論のシステム的
アプローチである「ＡＤＤＩＥモデル」を基盤にして、
これを教員養成課程における効果的な「授業力」の形
成と向上のための講義・演習のモデルに修正し、「教
材研究から模擬授業・振り返りまでのサイクルモデル」
として提案し、各フェーズの順序にしたがって具体的
に説明する。また、教材研究の手法、すなわち複数の
教科書教材を用いた教材研究の具体的なやり方、板書
計画やワークシートの作成方法、学習指導案等の検討
方法の工夫・改善について提示し、考察する。 
 
３  方法 
 
３.１ 授業実践の日程・科目 
 本論文の論考は、以下の日程、科目で行った授業実
践が基盤となっている。 
① 2017 年 9月～2018 年 1月、「数学科教材研究２」
（飯島担当、３年次後期履修科目、全 16 回） 
② 2018 年 4 月～7月、「数学科教材研究１」 
（飯島担当、３年次前期履修科目、全 16 回） 
③ 2017 年 9 月～2018 年 7 月、「教育実習ゼミ」 
（飯島・岡田担当、３年次後期～４年次前期履
修科目、全 32回） 
 
３.２ 授業実践の検討 
上述の授業実践の後、筆者らは振り返りを行い、受
講学生が提出した「教材研究チェックシート」（資料
１２）を比較検討した。 
４ 授業実践の改善とＡＤＤＩＥモデルの修正 
「数学科教材研究１」・「同２」・「教育実習ゼミ」
での各講義・演習では、「①分析：目標及び評価の設
計」→「②設計：教材及び指導法の設計」→「③開発：
学習指導案等の作成」という一連のフェーズは、自宅
等にて自学自習で行うよう学生に指示している。した
がって、多くの場合、学生が作成する学習指導案や板
書計画等には改善の余地がかなりあった。これまでの
指導案検討は、学習指導案等を作成した学生が口頭で
簡単に説明するだけだったので、他の学生や教員は模
擬授業についての具体的なイメージを持てないまま
終了していた。その結果、不十分なままの学習指導案
等を使用して模擬授業を実施せざるを得なかったの
で、模擬授業の質の向上には長い期間を要していた。 
学生が講義・演習で実践的な模擬授業を行う機会は、
そう多くはないので充実した取り組みにすることが
大切である。机上の話ではなく、実践することで身に
しみてわかることがあるからである。筆者らはこの貴
重な模擬授業の機会を、効果的・効率的に活用するた
めには、よりよい学習指導案や板書計画等が必要であ
ることを痛感し、学習指導案等の検討の方法を改善す
ることにした。 
具体的には、改善の余地がかなりある学習指導案や
板書計画等を「仮版」と位置づけて、他の学生および
教員が学習指導案や板書計画等を検討し、修正箇所や
改善点について具体的に指摘できるように工夫した。
「仮版」の修正箇所や改善点について指摘された学生
は、自宅等にて自学自習で教材研究をやり直す。そし
て「仮版」を修正・改善して模擬授業で使用する「本
版」の学習指導案や板書計画等を完成させ、それを用
いて模擬授業を実施することにした。 
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これを「ＡＤＤＩＥモデル」にあてはめると「開発
フェーズ」および「評価フェーズ」をそれぞれ２つに
分け、結果として「設計フェーズ」を２回行うように
修正した。つまり「③開発１：学習指導案等の作成」
にて「仮版」の学習指導案等の作成を行い、「④評価
１：学習指導案等の検討」にて「仮版」の学習指導案
等の検討を行い、ふたたび「⑤設計：教材及び指導法
の設計」にフィードバックして教材及び指導法の設計
をやり直す。そして「⑥開発２：学習指導案等の改善」
にて「本版」の学習指導案等が完成するようにした。
つまり、「③開発１」→「④評価１」→「⑤設計」→
「⑥開発２」という小さなサイクルを描くようにした。
このように「ＡＤＤＩＥモデル」を修正し、「数学科
教材研究１」・「同２」・「教育実習ゼミ」の各講義・
演習に適したバージョンである「教材研究から模擬授
業・振り返りまでのサイクルモデル」（図２）を作成
した。 
以下、「教材研究から模擬授業・振り返りまでのサ
イクルモデル」を使用して、フェーズごとに「数学科
教材研究１」・「同２」・「教育実習ゼミ」での各講
義・演習での取り組み、すなわち教材研究の具体的な
手法、板書やワークシートの作成方法、学習指導案等
の検討方法の工夫・改善について詳述する。 
 
５ 分析フェーズ 
 
「①分析フェーズ」では、目標分析を行い、目標の
設計と評価の設計を行う。  
 
５.１ 目標（評価規準）の設計について 
学習目標とは、生徒に身につけてほしい知識、技能、
見方や考え方、関心・意欲・態度のことである。教材
研究のはじめは、教材を通して、「生徒にどのような
力を付けたいか」を明確にすることである。つまり、
目標の設計を行うことである。学習目標とは、言葉を
換えれば、評価規準のことであり、学習目標と評価規
準は同義である。 
５.１.１ 観点別評価について 
数学科の観点別評価とは、文部科学省の指導要録の
様式に示されている次の４観点のことである。 
 ア 数量や図形などについての知識・理解（以後、
知識・理解と記載） 
 イ 数学的な技能（以後、技能と記載） 
 ウ 数学的な見方や考え方（以後、見方や考え方と
記載） 
 エ 数学への関心・意
欲・態度（以後、関心・
意欲・態度と記載） 
学習目標（評価規準）
は生徒の視点で記述し、
主語は「生徒は・・・」
であるが、明示しないの
が普通である。学習目標
は文末に注目すると理解
しやすくなる。観点別評
価では、文末は以下のよ
うに記述することが多い。 
 ア 知識・理解は「・・・
を知る」「・・・を理解
する」 
 イ 技能は「・・・がで
きる」 
 ウ 見方や考え方は
「・・・を活用して課題
を解決することができる」「・・・の考え方を利用し
て問題を解くことができる」 
 エ 関心・意欲・態度は「・・・しようとしている」 
５.１.２ 今後の観点別評価について 
今後の新しい観点別評価について言及しておきた
い。中央教育審議会は、次期学習指導要領（中学校は
平成 33 年度より実施）の改善等に関する答申（平成
28 年 12 月 21 日）『幼稚園、小学校、中学校、高等
学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び
必要な方策等について（答申）』の中で、教科等の目
標や内容を以下の３つの柱に基づき再整理すること
が必要であるとして、次のように述べている。 
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 ① 何を理解しているか、何ができるか（生きて働
く「知識・技能」の習得） 
 ② 理解していること・できることをどう使うか
（未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現
力等」の育成） 
 ③ どのように社会・世界と関わり、よりよい人生
を送るか（学びを人生や社会に生かそうとする「学び
に向かう力・人間性等」の涵養） 
上記のことから、観点別評価は「知識・技能」、「思
考力・判断力・表現力」、「主体的に学習に取り組む
態度」の３観点に再編されるということである。 
このことは既に、平成 19（2007）年 6月に改正さ
れた「学校教育法第 30 条 2」に、学力の３要素とし
て記述されている。 
すなわち、「生涯にわたり学習する基盤が培われる
よう、基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、
これらを活用して課題を解決するために必要な思考
力、判断力、表現力その他の能力をはぐくみ、主体的
に学習に取り組む態度を養うことに、特に意を用いな
ければならない」と。 
今後の講義・演習においては、このことを踏まえた
対応が必要となる。 
 
５.２ 評価（評価基準）の設計について 
評価（評価基準）の設計を行うには、次のことを理
解しておくことが大切になる。評価基準とは、目標（評
価規準）をどの程度達成できたかを判定する「物差し」
のことであり、基本的には３段階の「物差し」で評価
する。 
 Ａ評価：十分に満足できる 
 Ｂ評価：おおむね満足できる 
 Ｃ評価：努力を要する 
の３段階である。ただし、容易に達成される目標を設
定した場合は、Ａ評価とＢ評価を分けることが難しい
ので、Ｂ評価とＣ評価の２段階で評価する。 
５.２.１ 観察可能な行動とは 
評価基準は、生徒が授業を通して「何ができるよう
になったか」を、観察可能な行動で記述することが大
切である。観察可能な行動とは、たとえば「ノートや
ワークシートに問題を解かせる」「口頭で発表させる」
「解き方、考え方、解答等を板書させる」「挙手させ
る」等、教師が目で見てわかる行動のことである。こ
のような生徒の行動を観察することによって、目標達
成の程度を評価する。 
５.２.２ 評価基準の具体例 
評価基準の具体例について述べる。たとえば、学習
目標が「三角形の合同条件を理解する（知識・理解）」
であれば、「Ｂ評価：三角形の合同条件を暗記してお
り、おおむね図示または口頭で合同条件を説明するこ
とができる」、「Ｃ評価：三角形の合同条件の暗記が
不十分であり、図示または口頭で合同条件を説明する
ことに困難さがある」というような記述となる。 
学習目標が「１次方程式を解くことができる（技能）」
であれば、「Ａ評価：教科書 □ページの問１をすべ
て解くことができる」、「Ｂ評価：教科書 □ページ
の問１をおおむね解くことができる」、「Ｃ評価：教
科書 □ページの問１を解くことに困難さがある」等
のように、教科書の問題を指定して、それらの問題が
すべてできればＡ評価、おおむねできればＢ教科、ほ
とんどできなければＣ評価とするなど、授業のどの場
面でどのように評価するかを明確にしておくことが
大切である。 
５.２.３ 評価方法の具体例 
評価の方法は多様である。「この問題ができた人？」
と質問して、生徒に挙手をさせ、できた生徒が何割く
らいいるか確認する。机間指導を行いながら、できて
いる生徒の割合をおおよそ把握する。ワークシートを
使用している場合は、授業後に提出させ、でき具合を
確認するなどの方法が考えられる。 
 
６ 設計フェーズ 
 
「②設計フェーズ」は、「何を使ってどのように指
導するか」という教材及び指導法の設計をすることで
ある。ここでは、教材の設計について詳しく述べるこ
とにする。 
 
６.１ 教材の設計（教材研究）の手順について 
教材を設計するときに必要な教材研究の手順につ
いて具体的に述べる。学生が、教材研究についての具
体的イメージを持つためには、次のような取り組みが
必要になる。 
手順① １つの教科書を用いて、「教材に対する理
解を深める」作業を行う。次に、再度他の教科書の同
じ単元で同様のことを行う。 
手順② 手順①の作業を受けて、２つの教科書教材
を比較検討し、それぞれの教科書教材の特徴を理解し、
教材の使用にあたっての留意点を列挙できるなど「教
材に対する視野を広げる」作業を行う。 
手順③ 上記手順①、②の作業を通して、生徒の学
習の状況を考慮して、生徒にとってよりよい教材はど
ちらであるか、教師にとって教えやすい教材はどちら
であるか等の判断をするのが、「教材の価値判断を行
う」作業である。２つの教科書教材が教師にとって満
足のいくものでなければ、教材の一部を改変したり、
自作の教材を用意したりするという「教材の価値判断
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を行う」ことになる。 
このように、教材の細部にわたって教材に対する理
解を深めたり、複数の教材を比較検討して教材に対す
る視野を広げたり、教材の価値判断をしたりする作業
が、教材の設計であり、教材研究をするということで
ある。特に、教科書教材の一部を改変したり、自作の
教材やワークシートをつくったりするためには、教科
書の例題や問題を細部にわたって分析検討したり、複
数の教科書を比較検討したりすることが大切である。
このようなことを、講義・演習で何度か行ったり、次
週までの課題としたりすることで、学生は、少しずつ
ではあるが、教材研究の具体的なやり方や教材づくり、
ワークシートづくりの具体的なやり方を理解するよ
うになる。 
 
６.２ 分習法（部分学習法）について 
分習法とは、全習法に対して用いられる用語で、教
材や課題を適当な部分に分割して部分単位で学習す
る方法である。教材について考える場合、その教材が
いくつの部分に分割可能かを考えることは、「教材に
対する理解を深める」ためにとても有効である。 
 
６.３ 教材の設計（教材研究）の具体例 
教材の設計（教材研究）の具体例について述べる。
これは、「教材に対する理解を深める」作業（手順①）
の具体例である。中学１年生で学ぶ１次方程式「かっ
こをふくむ方程式」の教科書教材を使用して説明する。 
６.３.１ 教科書アを使用した手順①の具体例 
資料１ 教科書ア 90 ページ「例題」と「問題」 
例１ ３ｘ－２（ｘ－１）＝８を解きなさい。 
考え方 かっこをふくむ方程式はかっこをはずしてから解く。 
解答 ３ｘ－２（ｘ－１）＝８ 
  かっこをはずすと 
      ３ｘ－２ｘ＋２＝８ 
           ３ｘ－２ｘ＝８－２ 
                 ｘ＝６ 
問１ 
(1)１＋２（ｘー４）＝３    (2)４（３ｘ＋４）＋１＝－７ 
(3)２ｘ－３（２－ｘ）＝４  (4)７ｘ＋９＝３（ｘ－１） 
 上記のかっこをふくむ方程式の「例１」、「問１」
について、教材の設計を行うために必要な教材分析に
ついて具体的に述べる。まず、教科書ア 90 ページ「例
１」をノートに写し、気づいたことをメモしていく。 
資料２ 教科書ア 90 ページ「例題」の教材研究例 
「例１」 
３ｘ－２（ｘ－１）＝８ →問題 －２（負の数）を分配 
３ｘ－２ｘ＋２＝８ →式１ 式１はaｘ+bｘ+c=d型 
３ｘ－２ｘ＝８－２ →式２   
ｘ＝６ →式３ ３回の等式変形で解が求まる 
「例１」で気づいたこと 
 気づき① 方程式の解法は、式１から式３の３回の等式の変形
で解が求まる。 
 気づき② 問題→式１の等式変形には分配法則を使う。 
 気づき③ 式１→式２→式３の変形は、方程式を解く手順通り
であるが、一般的には式3ではｘの係数は１にならなのでもう1
回式変形が必要である。 
 気づき④ 気づき②、③より、分習法の考え方を用いると、か
っこをふくむ方程式の学習は、「分配法則」と「方程式の解き方」
の学習に分けることができる。ともに既習事項なので、既習事項
を組み合わせた解法練習が効果的である。 
次に、「問１」の方程式を例題と同じ手順でノート
に解いてみる。そして、気づいたことをノートにメモ
しておく。 
資料３ 教科書ア 90 ページ「問題」の教材研究例 
「問１」 
(1)１＋２（ｘー４）＝３ →問題 下線部１＋２を先に計算する
生徒がいる可能性あり 
     １＋２ｘ－８＝３ →式１ 式１はa+bｘ+c=d型 
            ２ｘ＝３－１＋８ →式２ 
            ２ｘ＝１０ →式３ ｘの係数は２で正の整数 
              ｘ＝５  →式４ 式４が解で、解は整数 
(2)４(３ｘ＋４)＋１＝－７ 
   １２ｘ＋１６＋１＝－７  →式１ 式１はax+b+c=d型 
         １２ｘ＝－７－１６－１  
         １２ｘ＝－２４ →式３ ｘの係数は正の整数 
                 ｘ＝－２ 
(3)２ｘ－３（２－ｘ）＝４  →問題 負の数の分配なので符号
を間違える可能性あり 
   ２ｘ－６＋３ｘ＝４  →式１  式１はax+b+cｘ=d型 
          ２ｘ＋３ｘ＝４＋６ 
                ５ｘ＝１０ →式３ ｘの係数は正の整数 
                  ｘ＝２ 
(4)７ｘ＋９＝３（ｘ－１） 
  ７ｘ＋９＝３ｘ－３ →式１ 式１はax+b＝cｘ＋d型   
                       かっこをはずした式１は多様な形にな
                       るよう工夫されている 
 ７ｘ－３ｘ＝－３－９ 
      ４ｘ＝－１２   →式３ 式３のｘの係数はすべて正の
整数になっている 
     ｘ＝－３   →式４ すべて式４が解で、解はすべ
て整数である 
「問１」で気づいたこと 
 気づき１ 「例１」は、式３が解になるが、通常は、式４まで
等式変形が必要になる。「問１」(1)〜（４）を⾒ると、すべて
式４まで等式変形をしないと解が求まらない。 
「例１」は、かっこをふくむ方程式の解法一般から考えると特殊
な例になっている。教室で指導する場合、例題を差し替えたり例
題を増やしたりする等の手⽴てが必要である。 
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または、ワークシートを作成することも有効である。 
 気づき２ 式１の型がすべて異なるので、難しいと思う生徒
もいるだろう。特に、(1)は生徒がはじめに解く問題としては、
ふさわしくないように思える。ワークシートを作成する場合、
例題は「問１」(4)の類題とし、問題の順番を(4)(2)(3)(1)の順
に並べ替えるか、自作してもよいかもしれない。 
 気づき３ 式３のｘの係数はすべて正の整数なので、計算ミ
スは少ないだろう。 
 気づき４ すべて式４が解になっていて、解はすべて整数。 
 気づき５ 分配する数に注目すると、正の整数が３つ、負の
整数が１つであり、正の整数の方が計算ミスは少ないと考えら
れるので、配慮された問題になっている。
６.３.２ 教科書イを使用した手順①の具体例 
資料４ 教科書イ 105 ページ「例題」と「問題」 
「例題１」 
 方程式 ５ｘ－１３＝－２（ｘ－４）を解きなさい。 
 解答   かっこをはずすと 
         ５ｘ－１３＝－２ｘ＋８ 
        ５ｘ＋２ｘ＝８＋１３ 
           ７ｘ＝２１ 
            ｘ＝３  答 ｘ＝３ 
 「たしかめ１」 
(1) ７ｘ－６＝－３（ｘ－８） 
(2) ３（ｘ－５）＝－（ｘ＋７） 
(3) ５（６－２ｘ）＝－２（９ｘ－１） 
(4)ｘ＋２（３ｘ－８）＝－２ 
教科書イについても、教科書アと同様に教科書教材
の分析をして、「教材の理解を深める」作業（手順①）
をすると、次のようになる。 
資料５  教科書イ 105 ページ「例題」の教材研究例 
「例題１」 
５ｘ－１３＝－２（ｘ－４）→問題 －２（負の数）を分配 
５ｘ－１３＝－２ｘ＋８  →式１ 式１はax+b＝cｘ＋d型 
５ｘ＋２ｘ＝８＋１３   →式２ 
      ７ｘ＝２１          →式３ ｘの係数は正の整数 
     ｘ＝３            →式４ 式４が解になっている 
「例題１」で気づいたこと 
 気づき①ʼ  問題からはじめて、式１から式４の４回の等式変
形で解が求まる。 
 気づき②ʼ  問題→式１の等式変形には、分配法則を使う。 
 気づき③ʼ  式１→式２→式３→式４の変形は、方程式を解く
手順通りである。 
 気づき④ʼ  気づき②ʼ、③ʼより、分習法の考え方を用いること
ができる。 
資料６  教科書イ 105 ページ「問題」の教材研究例 
たしかめ１ 
(1)７ｘ－６＝－３（ｘ－８）→問題 かっこは１つ 
   ７ｘ－６＝－３ｘ＋２４  →式１ 式１はax+b＝cｘ＋d型 
7ｘ＋３ｘ＝２４＋６     →式２
 
６.４ 教材の設計（教材研究）の手順②③について 
 手順①で２つの教科書教材について「教材に対する
理解を深める」作業を行った後は、手順②で２つの教
科書教材を比較検討し、それぞれの教科書の特徴や指
１０ｘ＝３０  →式３ ｘの係数は正の整数（全問同じ） 
ｘ＝３   →式４ 式４が解（全問同じ） 
(2)３（ｘ－５）＝－（ｘ＋７）→問題 かっこが２つ 
                               右辺の分配する数がー1 
     ３ｘ－１５＝ーｘ－７  →式１ 式１はax+b＝cｘ＋d型 
                           右辺のｘの係数はｰ1 
     ３ｘ＋ｘ＝－７＋１５ 
         ４ｘ＝８ 
         ｘ＝２ 
(3)  ５(６－２ｘ)＝－２(９ｘ－１) →問題 かっこが２つ 
     ３０－１０ｘ＝－１８ｘ+２  →式１はa+bｘ＝cｘ＋d型 
 －１０ｘ＋１８ｘ＝２－３０ 
             ８ｘ＝－２８ 
               ｘ＝－７／２  → 解が分数になる 
(4)ｘ＋２（３ｘ－８）＝－２  →問題 かっこは１つ 
       ｘ＋６ｘ－１６＝－２  →式１はax+bｘ＋c＝d型 
           ｘ＋６ｘ＝－２＋１６ →左辺のｘの係数は１ 
             ７ｘ＝１４ 
              ｘ＝２ 
「たしかめ１」で気づいたこと 
 気づき１ʼ 「例題１」と「たしかめ１」(1)(2)がともに、式１
が、ax+b＝cｘ＋dと同じ型になるので、理解の遅い生徒でも例
題を⾒ながら解くことができる。理解の遅い生徒への配慮がなさ
れている。ワークシートを作成する場合、このような配慮は不可
欠であると考える。 
 気づき２ʼ 式１は教科書アと異なり、多様ではない。ワーク
シートを作成する場合、参考になる。 
 気づき３ʼ  全問、式３のｘの係数は正の整数である。 
 気づき４ʼ  全問、式４が解になっている。 
 気づき５ʼ  分配する数に注目すると、正の整数と負の整数が
３つずつで同数である。かっこの数は教科書アより多い。かっこ
をはずすことを重視しているが、教科書アより生徒は難しく感じ
るだろう。 
 気づき６ʼ  解が分数になるものが１つある。問題を解かせる
時に、「解が分数になるものが１つあるので、注意して解きまし
ょう」と注意を促すことも必要だろう。間違う生徒が他の問題に
比べて多いことが予想できるので、補充問題として、解が分数に
なる類題を１つ用意しておく配慮も必要だろう。ワークシートを
作成する場合、例題を２つ用意して、一方は「解が整数になる方
程式」を扱い、他方は「解が分数になる方程式」を扱うようにす
ることも考えられる。 
 気づき７ʼ 教科書アでは皆無だが、教科書イでは－１を分配
したり、途中の式にｘやーｘのように係数が１、－１になったり
するものがあるので、事前学習として－ｘ＋５ｘや－（ｘ＋５）
の計算練習をしておくことは有効だろう。 
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導上の留意点を理解することによって「教材に対する
視野を広げる」作業を行う。そして最後に、手順③に
おいて授業で実際に用いる教材を１つ選択する「教材
の価値判断を行う」作業をする。 
 教材に対する価値判断の結果は、次のどれかになる。 
・教科書教材をそのまま使う。 
・教科書教材の一部を改変して使う。 
・教科書は使わずに、自作の教材または自作のワーク
シートを作成して使う。 
 
７ 開発１フェーズ 
 
 「③開発１フェーズ」では、実際に模擬授業を行う
ために必要な学習指導案や板書計画等の作成ならび
に必要に応じてワークシートや教具の作成を行う。筆
者らは、簡略化した学習指導案の形式を既に提案３）
したので、ここでは、板書計画、ワークシートの作成
方法について述べる。 
 
７.１ 板書計画 
黒板は、教師が教科書の例題や解説等の要点を書い
たり、生徒が課題や問題の解答を書いたりするために
使用する。黒板に文字や図等を書くことを板書という。
板書計画は、模擬授業を行う前に、効果的に黒板を使
い、効率的に授業を進めるために作成する。 
板書計画はノートを横長に使って、それを黒板に見
立てて計画を記入する。板書のポイントは、できるだ
け簡潔に、言葉を削って、書くことである。教師が板
書するのに時間がかかり、生徒がそれを写すのに時間
がかかるようでは、授業を効率的に進めることができ
ないからである。板書計画を作成するための基本的考
え方を次に示す（資料７板書計画例を参照）。 
基本的考え方① ノートを横長に使う。板書を消し
て、さらに書く場合は、ノートの次のページ（２ペー
ジ目）を使う。 
基本的考え方② 言葉や説明は、できるだけ削って、
必要最小限の表現にとどめる。 
基本的考え方③ 下記の板書計画例のように、例題
と問題が黒板に収まるように工夫する。 
基本的考え方④ 生徒に問題の解答を板書させる
場合は、下記の板書例「たしかめ１」のように、問題
番号のみを書き、問題と解答は生徒に書かせる。これ
は、机間指導の時間を確保するため、教師による板書
は最小限にとどめる必要があるからである。 
生徒を指名して板書させるタイミングは、おおよそ
学級の半数の生徒が解き終わっている頃を見計らう
とよい。なぜなら、指名した生徒が板書を終わる頃に
は、多くの生徒が問題を解き終わるからである。この
ようにすると、時間のロスが少なく、効率的に答え合
わせをすることができる。 
 
７.２ ワークシートの作成について 
上記の「設計１フェーズ」で行った、「かっこをふ
くむ方程式」の教材の設計（教材研究）を基にして、
その成果物であるワークシートを作成すると、次のよ
うになる。２種類のワークシート作成例を示す。 
 先述した教科書教材「かっこをふくむ方程式」の教
材研究例（資料２、３、５、６）を用いて具体的に述
べる。 
７.２.１ 学習の理解が遅い生徒のためのワークシートの
作成方法 
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 教材の設計（教材研究）の具体例で示したように、
教科書イの方が教科書アと比べて易しい問題が多い
ことが分かっているので、教科書イの例題と問題を主
に使用してワークシートを作成することが妥当であ
ると判断できる。したがって学習の理解が遅い生徒の
ためのワークシート作成方針は、次のようになる。               
方針① 解が整数となる方程式のみを出題する。  
方針② 例題と問題(1)は、類題とする。例題を見な
がら問題(1)を解くことができるからである。    
方針③ 教科書イ「たしかめ１」は、かっこの数が多
いので、改変して１つの問題にかっこは１つとする。 
方針④ 例題は１つ、問題は４つとする。例題は、教
科書イと同じにする。ただし、机間指導で個別に指導
する時間を確保するためには、問題を６つにするとよ
い。ただし、その場合は生徒の負担は多くなる。 
資料８ 学習の理解が遅い生徒のためのワークシートの
作成例 
例題 方程式５ｘ－１３＝－２（ｘ－４）を解きなさい。
問題 
(1) ７ｘ－６＝－３（ｘ－８） 
(2) ３（ｘ－５）＝－ｘ－７ 
(3) －４（－２ｘ＋３）＝３ｘ＋８ 
(4) ｘ＋２（３ｘ－８）＝－２
資料９ 学習の理解が遅い生徒のためのワークシートの
作成例の解説 
例題 →教科書イ「例題１」と同じ
問題 
 (1) →教科書イ「たしかめ１」(1)と同じ。例題を⾒ながら解
くことができるようにする 
 (2) → 教科書イ「たしかめ１」(2) 
３（ｘ－５）＝－（ｘ＋７）の右辺のかっこをはずし
て、かっこが１つの式に直す 
 (3) →教科書イ「たしかめ１」(３)は解が分数になるので自作
する 
 (4) →教科書イ「たしかめ１」(4)と同じ 
７.２.２ 分習法を用いたワークシートの作成方法 
分習法を用いたワークシートのつくり方を示す。教
科書教材を改変したり、自作したりして、ワークシー
トを作成する。 
 方針① 分習法を用いるので「ステップ１」は分
配法則を使ってかっこをはずす問題とする。「ステッ
プ２」はかっこをふくむ方程式とする。 
 方針② 「ステップ１」は例題１つ、問題３つ、
「ステップ２」は例題１つ、問題４つとする。 
 方針③ 「ステップ２」問題(1)(2)は、「ステッ
プ１」の例題や問題をそのまま使う。 
 方針④ 「ステップ２」問題(4)の解は分数とし、
それ以外は整数とする。 
資料１０ 分習法を用いたワークシートの作成例 
「ステップ１」
例題 式－２（ｘ－４）のかっこをはずしなさい。 
問題 (1) －２（－３ｘ＋５） 
   (2) ３（２ｘ＋７） 
   (3) １＋２（ｘー４） 
「ステップ２」 
例題 方程式３ｘ－１５＝－（ｘ＋７）を解きなさい。 
問題 (1) ５ｘ－１３＝－２（ｘ－４） 
   (2) ３（２ｘ＋７）＝２ｘ＋１ 
   (3) ｘ＋５＝１－３（－ｘ＋２） 
  (4) ５（６－２ｘ）＝－２（９ｘ－１） 
資料１１ 分習法を用いたワークシートの作成例の解説 
「ステップ１」
 例題 →教科書イ「例題１」の右辺の式 
 問題 
 (1) →例題の類題を自作する 
 (2) →分配する数を正の整数として自作する 
 (3) → 教科書ア「問１」(1)の左辺の式 
「ステップ２」 
 例題 →科書イ「たしかめ１」(2)の左辺のかっこをはずした式 
 問題 
 (1) →「ステップ１」例題を方程式の右辺とする 
 (2) →「ステップ１」問題(２)を方程式の左辺とする 
 (3) →「ステップ１」(3)の類題 
(4) →教科書イ「たしかめ１」(3)と同じ 
 
８ 評価１フェーズ 
 
「④評価１フェーズ」では、学習指導案や板書計画
等の評価を行う。学生の授業力を高めるために試行錯
誤を重ね、ＡＤＤＩＥモデルの修正に至った判断のポ
イントは、この「評価１フェーズ」である。 
 それまでは、学習指導案等の検討・評価については、
学習指導案等の作成者（次回の模擬授業担当者）が
10 分程度の模擬授業について、どのように授業展開
をするかを簡潔に説明していた。ところが、これでは
模擬授業についての具体的なイメージを描けないの
で、学生による相互批評・相互評価も不活発であった。
また、教員によるアドバイスも的を射たものになりに
くかった。 
筆者らは、このことを改善し、学習指導案等の検
討・評価をより有意義なものとするため、次のように
改めた。学習指導案等の作成者（次回の模擬授業担当
者）が、模擬授業時と同様に、黒板の前に立ち、板書
しながら模擬授業の流れを、実際の模擬授業と近い形
で演示するようにした。 
このことにより、模擬授業が実際にどのように行わ
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れるか明瞭に看取ることができるようになった。すな
わち、板書は分かりやすく効果的か、発問・指示・説
明は分かりやすいか、生徒とのかかわり方は適切か等
の観点について、しっかりと把握できるようになり、 
学生による相互批評・相互評価が効果的に行えるよう
になった。また、教員によるアドバイスもより具体的
にできるようになった。たとえば、「このような発問
指示では生徒には通じないので、発問の工夫が必要で
ある」というように具体的な指摘ができるようになっ
た。また、板書が残っているので、板書の修正や工夫
についても、黒板に書いて検討することができるよう
になった。ワークシートを用いる場合には、模擬授業
のときと同じようにワークシートに記入する時間的
な余裕ができたので、不具合な個所や修正すべき箇所
を指摘できるようになった。 
すなわち、学習指導案等の検討を模擬授業に類似し
た形式に変更したことにより、次回までに学習指導案
や板書計画等をよりよく修正することが可能になり、
模擬授業の質の向上を図ることができるようになっ
た。 
 
９ 設計フェーズにフィードバック 
 
「④評価１フェーズ」で「仮版」の学習指導案等を
検討・評価し、そこで得られた指摘やアドバイスを、
もう 1度「⑤設計フェーズ」にフードバックして、教
材及び指導法の設計をやり直す。 
 
１０ 開発２フェーズ 
 
「⑤設計フェーズ」で教材及び指導法の設計をやり
直して、教師役の学生は、次回までに「⑥開発２フェ
ーズ」において学習指導案や板書計画等を修正し、「本
版」の学習指導案や板書計画等を作成する。これをも
とに「⑦実施フェーズ」の模擬授業に臨む。 
 
１１ 実施フェーズ 
 
 「⑦実施フェーズ」では模擬授業を実施する。ここ
で述べる模擬授業とは、手法としてはマイクロティー
チングと同様であるが、ビデオの活用を必須としてい
ない点で異なるものである７）。 
 
１１.１ 模擬授業のやり方 
ここで講義・演習で行っている模擬授業のやり方を
確認しておきたい。 
・教師役の学生は、「本版」の学習指導案や板書計
画等を用意して、模擬授業に臨む。 
・その他の学生と教員が生徒役を演じる。特に、教
員は学習の理解が遅い生徒役を演じる。なぜなら、学
習の理解が遅い生徒役を演じるのは学生には難しい
からである。 
・模擬授業の時間は 10 分程度とし、必要な場合は
数分延長することもある。 
 
１１.２ 模擬授業前に確認すること 
模擬授業を始める前に必ず確認していることは、
「本時の目標（評価規準）」と「評価基準」である。
こうすることで、教師役の学生は目標を意識しながら
授業が進められるようになり、生徒役の学生は模擬授
業後に、目標を念頭に置いて、模擬授業につての批
評・評価ができるようになるからである。また、本時
の目標は、観点別評価のどれに該当するかについても、
学習指導案に記載がない場合は、確認している。 
 
１１.３ 実際の授業に近い形で模擬授業を行うための工
夫  
生徒役の学生には中学生になりきって授業を受け
るように指導しているが、中学生がどの程度の学力を
有しているかについての理解不足のため、ついつい素
が出て優秀な生徒を演じてしまうことが多い。 
 学習の理解が遅い生徒役がいなければ、模擬授業に
現実味が乏しくなるので、教員が学習の理解が遅い生
徒役を演じることで、実際の教室に近い状況をつくり
出す努力をしている。学習の理解が遅い生徒役がいる
ことで、教師役の学生は予測しなかった生徒の反応に
戸惑いながらも、適切な対応を迫られるので、模擬授
業によい意味での緊張感が生まれるようになった。学
生に対しては、模擬授業では最低１回は、学習の理解
が遅い生徒役の教員を指名するよう指示し、そのため
の発問を事前に考えてくるよう指導している。 
 
１１.４ 模擬授業の実施回数を増やす工夫 
 学生は、「数学科教材研究１」で、初めて教材研究
の具体的な方法を学ぶことになる。今までのように、
教材研究についてのいろいろな知識を習得してから
学習指導案や板書計画等の作成を行い、それに基づい
て模擬授業を行うのでは、「数学科教材研究１」での
模擬授業の実践はどうしても２回程度が限度であっ
た。 
 模擬授業は、実践の回数が多いほど上達することが
分かっているので、2018 年前期の「数学科教材研究
１」では、次のように模擬授業の実施回数を増やす工
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夫をした。 
 １回目 板書計画のみを用意して、模擬授業を行う。 
 事前に指導するのは、学習目標の立て方と板書計画
のつくり方である。学習指導案がなくても板書計画さ
えあれば、模擬授業をすることは可能である。 
 学生は講義・演習の初期の段階で模擬授業を実際に
行うという体験する。そして、10 分間の模擬授業を
することの大変さを実感し、その後の教材研究、学習
指導案や板書計画等の作成に真剣に取り組むように
なる。なぜなら、模擬授業はその場で考えてアドリブ
でできるほど安易なものではないからである。しっか
りと準備して臨まないと、うまくいかないということ
を実感する。たとえば、板書をしながら授業を進める
ことの難しさ、発問に対して生徒の反応が得られない
場合の対処の仕方等々、実際に実践してみなければわ
からないことが多々あり、そこから多くのことを学び
取ることができるからである。 
 ２回目 既存の学習指導案（教職課程履修学生がか
つて作成したもの）を与え、それを一部改変して模擬
授業を行う。ただし、学習指導案は一部を改変すれば、
その他は写してもよいことにしているので、学生は改
変した箇所を除いて、多くの部分を書き写すことにな
る。板書計画は自作する。 
 事前に指導することは、簡略な学習指導案のつくり
方および評価の設計の仕方である。また、発問には「開
かれた発問」と「閉じた発問」があり、それぞれの発
問の使い方についても指導しておく。学生は、学習指
導案を写すことを通して、学習指導案には何を書くべ
きか、どのように書くべきかについて、細部にわたっ
て学ぶことになる。 
 ３回目 学習指導案や板書計画等を自作して、模擬
授業を行う。既に、学習指導案を写す作業をしている
ので、教材や指導法については検討の余地が多くある
ものの、学習指導案の形式に沿った記述の仕方はでき
るようになっている。 
 事前に指導することは、「教材研究例」（資料２、
３、５，６参照）で示した２つの教科書教材を用いた
教材研究のやり方である。 
 4 回目 教科書教材の一部を改変したり、すべて自
作問題に差し替えたりして学習指導案や板書計画等
を自作して、模擬授業を行う。 
 事前に指導することは、ワークシートの作成の仕方
（資料８～１１参照）である。すべて自作問題に差し
替える場合は、ワークシートを使うことになるのでこ
こで指導しておくことが必要である。 
 
１２ 評価２フェーズ 
 
１２.１ 模擬授業直後の振り返り 
 模擬授業後には、まず授業者が、模擬授業をしてみ
ての自己評価を口頭で述べる。次に生徒役の学生がよ
い点、改善すべき点等の批評・評価を口頭で述べる。
その後、教員によるアドバイスと続く。 
ここでの批評・評価の観点は次のとおりである。 
 観点① 板書 
見やすいか、わかりやすいか、工夫されているか等。 
 観点② 発問・指示・説明や生徒との問答 
発問・指示・説明はわかりやすいか、生徒の反応や
発言の取り上げ方は適切か、机間指導時の声掛けは適
切か等。 
 観点③ 教材・ワークシート・教具、授業の構成（流
れ）、指導法 
教材はわかりやすいか、ワークシートは工夫されて
いるか、教具は効果的か、授業の構成（流れ）は適切
か、指導法は工夫されているか等 
 
１２.２ 「模擬授業の相互評価票」について 
 口頭での批評・評価が終わると、生徒役の学生は「模
擬授業の相互評価票」に記入する。「模擬授業の相互
評価票」には、上記の３観点についての自由記述欄が
あり、そして観点ごとに、次のどれか１つに丸を付け
るようになっている。 
 Ａ：よい  
 Ｂ：どちらかといえばよい 
 Ｃ：どちらかといえば改善が必要 
 さらに、総合評価として次の３項目があり、どれか
1つに丸を付けるようになっている。 
Ａ：実際に、生徒に授業ができるレベルである。 
Ｂ：改善が必要だが、生徒に授業しても許されるレ
ベルである。 
Ｃ：生徒に授業しない方がよいレベルである。 
生徒役の学生は「模擬授業の相互評価票」に記名し、
必要事項を記入して、授業者に渡す。 
 
１２.３ 「振り返りシート」について  
「模擬授業の相互評価票」を受け取った授業者は、
「振り返りシート」の作成に取り掛かる。「振り返り
シート」の作成は、自宅等にて、自学自習課題として
取り組むことになる。 
「振り返りシート」には、教員からのアドバイス、
他の学生からの主な批評・評価、自己評価および今後
改善をすべき点について記載する。そして、他の学生
からの「模擬授業の相互評価票」を添付して、次回の
講義・演習時に提出する。 
この「振り返りシート」に記された事項が、フィー
ドバックされて、次回の模擬授業の改善に役立つこと
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になる。つまり、各フェーズで必要な改善が行われる
ことになる。 
 
１３ チェックシートの活用 
 
１３.１ 教材研究チェックシートを提示した経緯 
模擬授業の準備のための教材研究および「仮版」の
学習指導案等の作成は、学生が自宅等において自学自
習で取り組むことになっている。学生が一人で行うの
で、点検・確認のための教材研究のチェックシートが
あれば、教材研究の成果物である「仮版」の学習指導
案等の質の向上が期待できると考えた。また、教員は、
学習指導案や板書計画等の作成という課題を学生に
与えても、実際にどのように行っているかを知る手立
てが今までなかった。この未知の部分を知る手掛かり
にすると同時に、学生が自身の教材研究について自己
点検できるように考案したのが「教材研究チェックシ
ート」（資料１２参照）である。 
学生は、項目ごとに、実行できたものに丸を付けて、
模擬授業実施時に提出することになっている。この提
出されたチェックシートを確認ことで、学生の教材研
究の状況や努力の程度を把握することが可能になる。 
 
１３.２ 学生の自宅等での教材研究の現状 
「教材研究チェックシート」を、上記「数学科教材
研究１」における模擬授業の３回目と４回目に学生に
提出させ、教員がそれらを点検・評価をした。提出さ
れた「教材研究チェックシート」（学生による自己評
価）に丸が付いていた項目に、教員による評価・コメ
ントを加えて、①学生と教員の両方が「できるように
なった」と考える項目、②学生と教員の両方が「どち
らかというとできるようになった」と考える項目、③ 
学生と教員の評価が異なる項目の３つに分けて次に
示す。ただし、かっこ《》内は教員の評価・コメント
である。 
① 学生と教員の両方が「できるようになった」と考え
る項目 
ア 目標の設計ができる。 
《４観点のどれに該当するかについても言うこと
ができるようになった。》 
イ 評価の設計ができる。 
《Ｃ評価の生徒への指導の手立てを考えることに
関しては、不十分である。》 
② 学生と教員の両方が「どちらかというとできるよう
になった」と考える項目 
ウ 授業で使用する例題、問題やワークシート等は、
自分で事前にやってみて、生徒の誤答例や間違いやす
い箇所を調べておくことができる。 
《自分で事前にやってみてはいるが、「誤答例や間
違いやすい箇所」についての把握力が弱い。》 
オ 生徒にとって難しい課題、問題がある場合は、
生徒の実態、学力の程度に合わせて教科書の課題、問
題等をより易しい課題、問題に作りかえたり自作した
りすることがでる。 
《課題、問題等の一部の改変ができる程度である。
なお、「生徒の実態、学力の程度」については、学生
の判断による。》 
カ 発問や指示を考えることができる。 
《「開かれた発問」と「閉じた発問」を用意するこ
とはできるが、発問の質については、不十分である。》 
③ 学生と教員の評価が異なる項目 
学生は「どちらかというとできるようになった」と
自己評価しているが、教員は「まだ不十分である・努
力を要する」と評価している項目について述べる。 
エ 複数（２種類）の教科書を比較検討して、生徒
の実態、学力の程度にあった教材を選ぶことがでる。
また、生徒の実態、学力の程度にあった指導法を工夫
できる。 
《努力をしていることは認めるが、まだまだ不十分
である。なお、「生徒の実態、学力の程度」について
は、今後、学生が理解・判断ができる方策を検討した
い。》 
ク 発問に対して「予想される生徒の反応」をいろ
いろな角度から予測し、対応を事前に考えておくこと
ができる。 
《生徒の反応について考えて、学習指導案に書き込
むことはできるようになったが、「いろいろな角度か
ら予測」しているとは言えないレベルである。》 
以上のことから、学生はチェックシートの各項目に
沿って自宅等で教材研究をしていることが分かる。 
しかしながら、チェックシートの項目キ「考えさせ
るための発問や指導法の工夫」、ケ「数学教育に関す
る雑誌や書籍、または実践事例集、授業記録等を参照
して教材研究をすること」、コ「インターネットを活
用して必要な資料を検索して教材研究をすること」に
ついては、ほとんど実施できていないことが分かった。
また、学生が「できるようになった」、「どちらかと
いうとできるようになった」と自己評価している項目
でも、評価・コメントで述べたように課題があること
が分かった。 
なお、チェックシートは、試行を重ねている段階で
あり、実践を通してさらに改良していく予定である。 
 
１４ まとめと今後の課題 
 
教員養成課程における「授業力」の形成と向上のための方策（３）－教材研究から模擬授業・振り返りまでのサイクルモデル－（飯島・岡田） 
－ 103 － 
 
１４.１ まとめ 
本稿では、次に示す教材研究と模擬授業のさらなる
工夫・改善のための提案および考察等を行った。 
①インストラクショナルデザイン理論のシステム
的アプローチであるＡＤＤＩＥモデルを基盤にして、
これを教員養成課程における効果的な「授業力」の形
成と向上のための講義・演習のモデルに修正し、「教
材研究から模擬授業・振り返りまでのサイクルモデル」
として提案した。 
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②教材研究の手法、すなわち複数（２種類）の教科
書教材を用いた教材研究の具体的なやり方、板書計画
やワークシートの作成方法、学習指導案等の検討方法
の工夫・改善について考察した。 
③模擬授業については、回数を増やす工夫と順序だ
てた実践の仕方について具体的に示した。 
④「教材研究チェックシート」を考案し提示した。 
 
１４.２ ＡＤＤＩＥモデルの修正と学習指導案等の検
討方法の工夫・改善との相乗効果について 
ＡＤＤＩＥモデルを大学の講義・演習のモデルに修
正した「教材研究から模擬授業・振り返りまでのサイ
クルモデル」（図２）と同時期に行った「学習指導案
等の検討方法の工夫・改善」との相乗効果で、模擬授
業の質的向上が実現できたと考える。つまり、学習指
導案等の作成者が実際の模擬授業に近い形で演示す
ることによって、それを見聞した他の学生および教員
が模擬授業について具体的なイメージをもち、適切な
批評・評価やアドバイスが可能になったことが大きな
効果につながったと考える。 
 
１４.３ 今後の課題 
①発問・指示の質の向上 
発問・指示の質の向上のための方策を考えることが
必要である。特に、考えさせる発問の工夫については、
大きな課題であるといえる。なぜなら、今後の学校教
育で求められている「主体的・対話的で深い学び」に
は、考えさせる発問が重要になるからである。 
②「学力の程度」を理解する手立ての提示 
中学生および高校生の「学力の程度」を理解する手
立てを考える必要がある。生徒役の学生に問題練習を
させる時に、実際の教室では何割くらいの生徒が正解
できるかといった正答率が、ある程度理解できていれ
ば、教室での授業に近似した模擬授業になることが期
待できるからである。 
③ワークシートおよび教具の作成と活用方法 
ワークシートおよび教具の作成と活用方法につい
て実践を通して理解させることが必要である。そのた
めには、ワークシートを作成して模擬授業をする、教
具を作成して模擬授業をするなど課題の出し方を工
夫していきたい。 
④デジタル教科書の活用の仕方 
今後導入されるデジタル教科書の活用の仕方につ
ても、学生に実際に使わせて、効果的な使い方を理解
させる必要がある。 
 
１５  おわりに 
 
大学の教員養成課程において、いかに受講生の「授
業力」の形成と向上ができるかという問題意識と使命
感をもち、本学での授業実践を重ねてきた。筆者らは
「授業力」を培う根幹となるのは、「教材研究」と「模
擬授業」であると捉え、大学での授業実践を基に一連
の学習サイクルの理論化を試み、授業実践における具
体的な工夫を提示し、考察を加えた。先述したように
更なる改善の余地を残しているが、本稿を含め、一連
の論文の中で示した、「教材研究」や「模擬授業」の
あり方等は、学生が「授業力」を身につけるための一
助となると確信している。本稿が教職をめざす学生の
「授業力」の形成と向上に役立てば、筆者らとしては
望外の喜びである。 
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